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市税　139 億 8,884 万円

　○市民税（56 億 8,882 万円）

　○固定資産税・都市計画税（73 億 1,105 万円）

　○市たばこ税（8億 1,913 万円）

諸収入　85 億 7,574 万円

　○中小企業貸付金の返済（5億 5,014 万円）

　○土地開発公社貸付金の返済（72 億 6,486 万円）

　　※公社への貸付金 (左の歳出の図、｢諸支出金」)

　　　の返済金です。

国・道支出金　76 億 9,625 万円

　○国からの補助金など（60 億 6,490 万円）

　○北海道からの補助金など（16 億 3,135 万円）

地方交付税　43 億 2,098 万円

　○全国のまちで行政サービスに差が出ないように

　　するための国の交付金

市債　33 億 1,050 万円

地方譲与税・交付金　26 億 1,072 万円

　○消費税の分配金（10 億 2,758 万円）

　○防衛施設があるまちへの助成交付金　※

　　（5億 6,626 万円）

そのほか　20 億 1,670 万円

　○市の施設などの使用料・手数料（10億 1,122 万円）

　○市が所有する財産の貸付・売払（3億 2,262 万円）
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市税
（32.9％）

諸収入
（20.2％）

国・道支出金
（18.1％）

地方交付税
（10.2％）

市債（7.8％）

地方譲与税など
（6.1％）

そのほか（4.7％）

民生費
（22.8％）

諸支出金
（22.6％）

職員費
（14.5％）

公債費（9.8％）

土木費（7.7％）

教育費（6.9％）

衛生費（3.7％）

そのほか（12.0％）

一般会計 歳入
決算額　425億1,973万円
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せ
の

市の会計は、３種類あります

　予算は、目的ごとに収支を明らかにするため、会計を「一般会計」、

「特別会計」、「公営企業会計」の３つに分けています。

①一般会計
  (２･３ページ)

■いちばん金額が大きな会計で､福祉や教育､道路整

　備など、基本的な経費が中心になります｡

■市民の皆さんが納める税金や国からの地方交付税

　などの収入でまかなわれています｡

②特別会計
  (４ページ)

■保険料や使用料など､特定の収入がある会計です｡

　収入の使い道が決まっていて､それぞれの収支を明

　らかにするため、一般会計と分けています｡

③公営企業会計
  (４ページ)

■一般の会社と同じように、独自の収入で経費をま

　かなう｢独立採算｣を原則とする会計です｡

特
集

平成24年度、市に入ってきたお金…

平成24年度
ちとせの　特集　　　　　　　決算

一般会計 歳出
決算額　414億9,827万円

…平成24年度、市から出たお金

　花園コミセンの建設
 (3億7,970万円)

 　　市営住宅の建設
みどり団地２号棟(8億247万円)

スポーツセンターの改修
　　(1億3,113万円)

グリーンベルトの整備
　　 (9,731万円)

民生費　94 億 4,933 万円

　○高齢者福祉（10 億 5,727 万円）

　○障がい者福祉（18 億 2,193 万円）

　○児童福祉（28 億 8,429 万円）

　○生活保護（20 億 5,204 万円）

　○国保・介護保険への繰り出し（13 億 2,385 万円）

諸支出金　94 億 63 万円

　○土地開発公社への貸付（72 億 6,298 万円）

　○企業会計への繰り出し（19 億 8,096 万円）

職員費　60 億 1,494 万円

公債費　40 億 6,327 万円

　○道路や公園などをつくるために過去に借りたお金の返済

土木費　32 億 308 万円

　○道路の整備・管理（13 億 6,409 万円）

　○市営住宅の建設・管理（10 億 6,211 万円）

教育費　28 億 5,168 万円

　○小中学校の運営・管理（9億 9,884 万円）

　○スポーツや社会教育の振興（13 億 5,009 万円）

衛生費　15 億 4,794 万円

　○ごみやし尿の処理（9億 4,115 万円）

そのほか　49 億 6,740 万円

　○商工業や観光の振興（10 億 996 万円）

　○消防や災害対策（4億 1,034 万円）

　○農林水産業の振興（3億 1,741 万円）

※防衛省からの補助金・交付金　

｢ 防衛施設があるまちへの助成交付金 ｣ のほか ､｢ 固定資産税 ｣ に含

まれる ｢ 国有資産があるまちへの交付金 (1 億 7,360 万円 )｣、｢ 国

からの補助金 ｣ に含まれる ｢ 防衛施設の周辺整備調整交付金 (8 億

1,378 万円 )｣､｢ 再編交付金 (4 億 1,838 万円 )｣ などがあります。

決
算

 平成24年度
おもな
事業と
決算額 

(防衛省「再編交付金」充当)

(国交省「住宅市街地総合
整備事業」活用)

(防衛省「民生安定施設
設置助成事業」活用)

(防衛省「民生安定施設
設置助成事業」活用)
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指標
指標の説明

　※数値が大きいほど
　　財政運営が厳しい状態

市の
比率

国が決めた基準

早期健全
化 基 準

財政再
生基準

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字
比　　率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を除いた赤字の
総額｣の比率

黒字
決算

12.48％ 20.0％

連結実質
赤字比率

｢市の財政の標準的な大きさ｣に
対する｢公営企業を含む市全体の
赤字額｣の比率

黒字
決算

17.48％ 30.0％

実質公債
費 比 率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢公
営企業を含む借入金の年間返済
額｣の比率

10.7％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比　　率

｢国の補てん分を除いた市の財政
の標準的な大きさ｣に対する｢将
来負担する借入金の総額｣の比率

72.6％ 350.0％

資金不足比率
(公営企業ごと)

｢公営企業の資金不足額｣に対す
る｢公営企業の事業規模｣の比率

該当なし 20.0％

特
別
会
計　
　
　
　

種　別 歳　入 歳　出 差し引き

国民健康保険特別会計

(国民健康保険事業を運営するための会計)
89億2,578万円 84億8,348万円 4億4,230万円

土地取得事業特別会計

(公共施設用地をあらかじめ取得するための会計)
3,530万円 3,491万円 39万円

公設地方卸売市場事業特別会計

(公設地方卸売市場を運営するための会計)
3,240万円 3,224万円 16万円

霊園事業特別会計

(霊園の用地取得や管理運営のための会計)
5,082万円 5,078万円 4万円

介護保険特別会計

(介護保険事業を運営するための会計)
36億5,599万円 36億5,570万円 29万円

後期高齢者医療特別会計

(75歳以上の方などの医療保険制度のための会計)
8億1,182万円 8億0,912万円 270万円

合　計 135億1,211万円 130億6,623万円 4億4,588万円

病院事業 下水道事業 水道事業

内部留保資金残高
14 億 182 万円

■給水人口…94,051人

市が水道で飲料水を供給して

いる人の数。前年度に比べて

586人増加しました。

■総配水量…11,873,190ｍ
3

飲料水として浄水場から送り

出された総水量。前年度に比

べて約0.2％増加しました。

■有収水量…11,128,667ｍ
3

総配水量のうち、水道料金収

入が得られる水量。前年度に

比べて約0.4％増加しました。

■有収率…93.7％

水道の総配水量のうち有収

水量の割合で高いほど良好

な指標。前年度に比べて約

0.1％増加しました。

■排水戸数…39,226戸

市が下水道の処理をしている

建築物の戸数。前年度に比べ

て610戸増加しました。

■総処理水量…19,107,376ｍ
3

市が下水道で処理した下水の

総水量。前年度に比べて約

1.2％増加しました。

■有収水量…13,552,704ｍ
3

総処理水量のうち、下水道使用

料収入が得られる水量。前年度

に比べて約0.5％減少しました｡

■有収率…71％

下水道の総処理水量のうち有

収水量の割合で高いほど良好

な指標。前年度に比べて約

１％減少しました｡
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内部留保資金残高
13 億 2,693 万円

内部留保資金残高
19 億 2,294 万円

※内部留保資金は､過去からの利益(黒字)の蓄積によって生じた資金で、事業運営に必要な運転資金になります｡

支出　06 億 7,596 万円

収入　01 億 6,580 万円

市民病院

■入院…51,468人(141人/日)

前年度に比べて､3,821人､１日

平均10人減少しました。

■外来…164,663人(672人/日)

前年度に比べて､1,599人､１日

平均９人減少しました。

泉郷診療所

■外来…773人(５人/日)

前年度に比べて､73人減少しま

した｡

支笏湖診療所

■外来…885人(４人/日)

前年度に比べて､14人増加しま

した。

財産区分 土　地 建　物

行政財産 1,179万7,402㎡ 46万8,224㎡

公用財産 142万9,713㎡ 5万2,276㎡

公共用財産 1,036万7,689㎡ 41万5,948㎡

普通財産 253万9,884㎡ 1万7,910㎡

合　計 1,433万7,286㎡ 48万6,134㎡

一般会計 355 億 9,398 万円

特別会計 1 億 8,762 万円

公営企業
会計

269 億 3,164 万円

合計 627 億 1,324 万円

市が借りているお金(市債)

平成24年度
ちとせの　特集　　　　　　　決算

■市は、市政を進めていくために必要な財産を持ち、目的に合わせて効率的な

　運用を行っています。

■財産には、公園などの土地、学校などの土地・建物、有価証券、出資による

　権利、基金があります。

■学校や公園など、施設の建設

　には多額の経費が必要になる

　ため、市は、国や銀行などか

　らお金を借りて事業を実施し

　ています。

■借り入れたお金の返済を通し

　て ､将来の利用者に対しても

　公平に費用を負担していただ

　いています。

■「財政健全化法」により、まちの財政状況を表す５種類の指標のうち、ひと

　つでも国が決めた基準を超えたまちは、財政再建に向けた計画をつくるなど

　の取り組みを進めることになります。

■平成 24 年度の市の決算は、基準を超える指標はひとつもなく、財政は健全

　な状況といえます。

　　　むすびに・・・

■平成 24 年度の決算では、一般会

　計・特別会計・公営企業会計は、

　いずれも黒字になりました。

■国内においては、円安などにより、

　経済の緩やかな回復が見込まれて

　いますが、少子高齢化・人口減少

　社会の対応、依然として厳しい景

　気・雇用情勢への対応など、市の

　財政は、これからも厳しい状況が

　続くものと考えます。

■市は、「財政標準化計画」に基づ

　き、収支のバランスを維持・継続

　しながら、今後も安定したサービ

　スの提供と持続可能なまちづくり

　を目指した財政運営を進めます。

※決算状況などは､市のホームページ､

｢市の組織と仕事｣ - ｢財政｣ のページ

に掲載しています｡

■学校や公園など 施

まちの借金

■市は 市政を進めていくために必要な財産

まちの財産

※財産の維持や資金の積み立て ･運用のため、目的別に 16 の基金を設けています。

 ■公共施設整備基金　　■財政調整基金　　■奨学基金　　　　■農業振興基金

 ■国民健康保険事業財政調整基金　　　　　■土地開発基金　　■減債基金

 ■みんなで、ひと・まちづくり基金　　　　■ふるさと千歳国際交流基金

 ■地域福祉振興基金　　■霊園管理基金　　■職員退職手当基金

 ■介護保険事業給付費準備基金　          ■特定地域振興基金

 ■心のふるさと千歳基金

 ■特定防衛施設周辺整備調整交付金基金

財政健全化を判断する指標

支出　52 億 3,772 万円

収入　53 億 8,182 万円

支出　29 億 9,480 万円

収入　18 億 1,594 万円

支出　23 億 6,966 万円

収入　24 億 8,645 万円

支出　11 億 3,551 万円

収入　04 億 8,531 万円

支出　16 億 1,485 万円

収入　17 億 2,255 万円

業務の状況

決 算 の 状 況

収益的収支の決算

資本的収支の決算

■収益的収支の決算
１年間の事業活動で
得られる収益と費用
を損益計算の形で表
すもので､会社の経営
成績

■資本的収支の決算
１年間に支出した施
設の建設経費(施設建
設のための借金返済
などを含む)とその財
源となる収入

有価証券 (株券など) 35 億 3,955 万円

04 億 6,574 万円

93 億 7,904 万円

出資による権利 (法人への資本金出資など)

基金 (まちの貯金)

土地・建物 ■公用財産

　市役所など､市が直

　接使用する財産

■公共用財産

　学校や公園など､市

　民が使用する財産

■普通財産

　公用財産･公共用財

　産以外の財産

特集記事の
お問い合わせ

総務部
財政課財政係
(24)０５４１

②

決算

公
営
企
業
会
計　
　
　
　
　
　
　
　

③




